
鶴岡市ウォーターPPP導入可能性調査業務
サウンディング調査
説明資料、説明会における質問及び回答
NO 種別 質問内容 回答

1

事前質問 実施要領3ページの対象施設(1)～(4)は一体での事業実施を想
定されていますでしょうか。

現時点では実施要領3ページの対象施設(1)～(4)は、第2期(令
和9年度～令和18年度)では別々と想定しており、第3期(令和
19年度以降)で一体的に維持管理することを想定しておりま
す。

2

事前質問 鶴岡市下水道ビジョン記載：平成17年10月に旧鶴岡市と近隣4
町1村の合併により市町村別で全国10位の広さとなっている。
適用するエリア面積で事業規模も変動すると思うがどのよう
な想定であるか。
また、下水道以外に水道、工業用水道、農業用水道に関して
の将来構想はどうか。

現時点では鶴岡市内一円における実施要領4.1.に記載する対
象施設の維持管理を想定しており、対象施設について第2期
(令和9年度～令和18年度)は別々で、第3期(令和19年度以降)
は一体的に維持管理することを想定しております。
また、現時点では実施要領4.1.に記載する対象施設以外の施
設とバンドリングは想定しておりません。

3

事前質問 農業集落排水の場合には、農業部門などを検討しています
か。

現時点では検討をしておりません。

4

事前質問 下水道事業の庄内地区広域化(鶴岡・酒田・庄内統合)有無及
びウォーターPPPの関連性有無。

現時点では下水道事業に関する庄内地域広域化の検討を行っ
ておりません。
また、下水道事業及び水道事業の庄内地域広域化とウォー
ターPPPに関連性はありません。

5

事前質問 実施要領の4.4.事業範囲に記載されている(1)～(4)の事業に
ついては1社のSPCが担うような理解でよろしいでしょうか。

実施要領4.4.に記載する事業は、複数の企業で構成される共
同企業体(JV)又は特別目的会社(SPC)による実施を想定してお
ります。
なお、実施要領4.4.に記載する事業は令和19年度以降の実施
を想定しております。

6

事前質問 維持管理業者、コンサルタント、ゼネコン、メーカー等複数
の企業で構成されることが想定されますが、維持管理業者の
JVは可能でしょうか。

本事業は共同企業体(JV)又は特別目的会社(SPC)による実施を
想定しており、複数の維持管理業者で構成することは可能と
考えております。

7

事前質問 上記の全体の企業の所在地は、鶴岡市とすることが必要で
しょうか。

共同企業体(JV)又は特別目的会社(SPC)を構成する企業は、鶴
岡市内の企業でなくとも可能と考えております。
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8

事前質問 本社が鶴岡市外でも参加可能なのか。 共同企業体(JV)又は特別目的会社(SPC)を構成する企業は鶴岡
市内の企業でなくとも可能と考えております。

9

事前質問 PPPにおける民間企業の参画要件などはあるか。
あるとすればご教授願いたい。
ないとすれば、PPP導入において民間の技術力によるところが
大きいと見受けられるため、参画要件を設定したほうがよい
のでは。

本事業の参画要件は、地元企業の参画や企業の業務実績、技
術者の資格要件等を含めて現在検討しております。

10

事前質問 災害対応業務が事業範囲に入っているが、市内に事務所が有
ることや市内に常駐等の要件となるのか。

緊急又は災害時に直ちに対応できるよう鶴岡市内に現場事務
所の設置を想定しております。
また、業務全体の管理、緊急又は災害時を含め市との窓口を
担う統括管理業務の担当者が現場事務所に常駐することを想
定しております。

11

事前質問 業務の管理技術者登録の際、必要とする資格はどういったも
のを想定していますか。

各維持管理作業、工事それぞれに必要となる資格を有するこ
とを想定しております。
詳細は事業者公募において公表予定としておりますが、例え
ば管路施設の維持管理であれば下水道管路管理主任技士、処
理場施設の維持管理であれば下水道第3種技術認定合格者、工
事であれば1級土木施工管理技士、計画策定であれば技術士
(上下水道部門(下水道))などを想定しております。

12

事前質問 また管路、処理場の場合には、下水渠や処理施設等を専門と
している資格をお考えでしょうか。

管路、処理場の場合においても各維持管理作業、工事それぞ
れに必要となる資格を有することを想定しております。
詳細は事業者公募において公表予定としておりますが、例え
ば管路施設の維持管理であれば下水道管路管理主任技士、処
理場施設の維持管理であれば下水道第3種技術認定合格者、工
事であれば1級土木施工管理技士、計画策定であれば技術士
(上下水道部門(下水道))などを想定しております。

13

事前質問 管理・更新一体マネジメント方式【レベル3.5】において「更
新支援型」は委託料で運営と記載があるが、どのような項目
での委託料の算出となるか。
予算規模に応じての委託内容となるのか、事業規模に応じて
の予算捻出となるのか。

実施要領4.4.に示す各業務(工事)において、ストックマネジ
メント計画やこれまでの業務実績に基づく委託料(工事請負
費)を算出する予定としております。
また、年度ごとに委託料(工事請負費)の支払限度額を設定
し、その支払限度額の範囲内で業務の実施を想定しておりま
す。

14

事前質問 「更新実施型」はサービス対価(利用料金、民間資金、補助
金、地方債など)と記載があるが資金調達面での計画をご教授
願いたい。(資金調達は公共と記載)

維持管理業務は収益的支出予算、改築工事及び更新計画は資
本的支出予算とし、資本的支出予算は交付金を充当する予定
としております。
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15

事前質問 契約時に見積もった工事費が企業努力や新技術導入等で縮減
した場合、縮減した分を官民でシェア(割合は官民で協議)す
る仕組みであるが、大幅な工事費の変更や工事を超過した場
合の協議方法など現時点での考えをご教授願いたい。

現場の状況により工事内容の変更が生じた場合は、その都度
協議することを想定しており、協議内容や予算状況に基づい
て工事費の変更を予定しております。
事業者の創意工夫により事業費が縮減された場合は、縮減分
を事業者と発注者で分配すること(プロフィットシェア)を想
定しておりますが、現時点において分配割合は設定しており
ません。

16

事前質問 不明水調査はどの範囲・どの程度を現時点で想定されている
か。

現時点では鶴岡市内一円において処理区単位で調査すること
を想定しております。
なお、具体的な調査範囲などについては本市より調査に関係
する資料を提供したうえで、事業者よりどの処理区からどの
ように不明水の多いエリアを絞り込んでいくかの提案を求め
たいと考えております。

17

事前質問 性能発注想定であるが具体的な指標の考えはあるか。 現時点では管路施設に係る維持管理の性能指標は、日本下水
道管路管理業協会が発刊する下水道管路管理のための業務指
標(PI)利用の手引き-2007年版-や他自治体の事例を参考に指
標を検討しております。
処理場施設に係る維持管理の性能指標は、現在実施している
公共処理場施設の包括的民間委託の内容を踏まえて指標を検
討しております。

18

事前質問 処理場施設・中継ポンプ場施設については「更新支援型」、
それ以外は「更新実施型」となっているが違う設定となった
のはなぜか？

処理場施設・中継ポンプ場施設の改築工事は、工事の規模が
大きく、高い技術力が必要となることから、現在は日本下水
道事業団に委託していることを踏まえ、更新支援型としてお
ります。
なお、今後の事業スキームの検討により処理場施設・中継ポ
ンプ場施設の改築工事を事業に含め更新実施型とする場合も
あると考えております。

19

事前質問 原則10年という長期契約の中で民間企業において技術者の選
定や事業内容にもよるが人員の配置はある程度可能であると
考えられるが、公共においては慣例である「部署替え」があ
るのではないか。
公共側での技術力確保という点で、どういう仕組みを考えて
いるか。

現時点では発注者側の技術力確保として、工事、維持管理業
務に係るマニュアル作成や維持管理業者との合同安全パト
ロールなど研修会を通じて職員の技術力向上を図り、異動等
により担当者が変更となる場合も適切に対応できるよう努め
ます。

20

事前質問 現在の保有施設において、更新計画スケジュール(ストックマ
ネジメント計画等)を回答頂くことは、可能でしょうか？

事業者公募にあたり、ストックマネジメント計画等の資料を
公表予定としております。

21

事前質問 埼玉県八潮市の下水道管の老朽化に伴う道路陥没の件に伴う
同様な件として、貴市の管路施設の要求水準の一つに、道路
陥没箇所数を挙げていますが、まずその前提条件に以下の調
査や事例収集をしているのであればご教示ください。
そのリスクを回避するために、主要な管路において管路の調
査をくまなく行なっていますか。

管路施設はストックマネジメント計画において点検・調査頻
度や改築の判断基準等を定めており、適切に維持管理を実施
しております。
主要な管路においては本管TVカメラ等により既に調査済みで
すが、調査済みの施設を含め、引き続きストックマネジメン
ト計画に基づいて適切に管理を行います。
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22

事前質問 これまでに、道路陥没が下水道管の影響になるような事例は
いくつかありましたか。

下水道管に起因する陥没は、令和4年度は陥没1件、令和5年度
は陥没3件発生しており、道路の路面及び管渠の修繕を行って
おります。

23

説明会
会場質問

更新支援型から更新実施型へ移行しなければならない流れな
のか。
更新支援型から更新実施型ではなく、再び更新支援型となる
可能性はあるのか。

本市としては、第2期(令和9年度から令和18年度)は更新支援
型とし、第3期(令和19年度以降)から更新実施型へ移行してい
くことを考えておりますが、今後、事業内容の検討や民間事
業者とのヒアリング等を通じて、更新実施型への移行が困難
であると判断された場合、第3期(令和19年度以降)も更新支援
型とする可能性があります。

24

説明会
会場質問

前半の10年間を更新支援型(レベル3.5)、後半の10年間を更新
実施型(レベル3.5)とするという説明だが、国の説明ではコン
セッション(レベル4)へ移行することを求めていると思われる
が、鶴岡市の認識を教えて欲しい。

ウォーターPPPは最終的にコンセッション(レベル4)を目指す
ものとされおりますが、必ず移行しなければならないという
認識はありません。

25

説明会
会場質問

実施要領では更新実施型とするという説明だったが、説明会
ではまず更新支援型となっているが、変化している理由を教
えて欲しい。

実施要領では工事も含めた更新実施型の事業スキームとして
おりますが、事業内容の検討や事前の民間事業者との個別ヒ
アリングにより、本市及び民間事業者共に更新実施型へ移行
するための体制を整える期間が短いと判断したため、まずは
更新支援型に移行し、その後更新実施型へ移行することとい
たしました。

26

説明会
会場質問

管路施設の修繕や改築工事における使用資材に関して、仕様
の決定権限は鶴岡市側にあるのか受託者側にあるのか、どち
らになるか。

本市ではマンホール蓋等、使用する一部資材に基準を設けて
おり、基準に合致しているものであれば民間事業者側にて使
用資材を選択することができることとしております。
また、本市で基準を定めていない資材については、通常の工
事や委託と同様、事前に使用承諾を得てからの使用となりま
す。


